
十
月
に
京
都
・
奈
良
へ
の
修
学
旅
行
が
無
事
実

施
で
き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
終
息
す
る
か
の
よ
う

に
思
え
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
が
、

現
在
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
変
わ
り
、
第
５
波
を
超

え
る
猛
ス
ピ
ー
ド
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
よ
う
に
、
前
日
を
超
え
る
感
染
者
数
の

報
告
と
医
療
体
制
の
逼
迫
の
様
子
や
学
校
の
休
校

な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

状
況
は
栃
木
県
も
例
外
で
は
な
く
深
刻
で
、
一
月

二
七
日
〜
二
月
二
〇
日
ま
で
の
間
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
の
適
用
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
状
況
下
で
、
本
校
で
は
三
学
期
の
始

業
式
よ
り
『
安
心
感
の
た
め
の
緊
張
感
』
を
合
い

言
葉
に
、
次
の
５
項
目
を
特
に
徹
底
し
、
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
朝
の
健
康
観
察
で
体
調
不
良
者
の
早
期
発
見

○
授
業
開
始
時
の
健
康
観
察

○
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
教
育
活
動
の
停
止

○
こ
ま
め
な
換
気
・
消
毒

○
休
み
時
間
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

指
導

日
頃
学
校
で
は
、
生
徒
の
自
己
指
導
能
力
の
育

成
を
目
指
し
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分

で
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
も
こ
の
ひ
と
つ
で
す
。

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
「
こ
の
活

動
は
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
か
な
？
」
「
こ
の
空
間

は
換
気
さ
れ
て
い
る
か
な
？
」
「
こ
の
距
離
は
？
」

と
自
分
で
判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
つ

き
ま
し
て
、
御
家
庭
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

教
頭

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
子

ど
も
た
ち
の
不
安
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
す
る
た
め
に
、
定

期
的
に
「
心
と
体
の
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
感
染
症
予
防
対
策
を
意

識
し
て
行
動
し
て
い
る
」
、

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
前

向
き
に
考
え
な
が
ら
楽
し
く

過
ご
し
て
い
き
た
い
」
と
い

う
項
目
で
は
全
体
の
３
／
４

が
「
は
い
」
と
答
え
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
「
不
安
な
こ

と
や
心
配
な
こ
と
は
誰
か
に

相
談
す
る
」
と
い
う
項
目
で

は
、
「
は
い
」
と
答
え
た
生
徒
が
全
体
の
半
数
に

満
た
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
活
動
の
制
約
が
必
要
な
状
況
が
続
き
、

以
前
の
生
活
を
取
り
戻
す
に
は
時
間
が
か
か
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
学
校
で
は
、
教
育
相
談
や
日
録
、

必
要
に
応
じ
て
子
供
た
ち
の
話
を
聴
き
、
Ｓ
Ｃ
や

Ｓ
Ｓ
Ｗ
、
外
部
機
関
等
と
も
連
携
し
対
応
し
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
保
護
者
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
と
共

に
子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
気
付
き
の
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠

慮
な
く
学
校
へ
御
相
談
く
だ
さ
い
。

養
護
教
諭

一
月
十
九
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

十
分
配
慮
し
て
新
入
生
保
護
者
説
明
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
の
会
の
目
的
は
大
き

く
二
つ
で
す
。
一
つ
目
は
、

東
中
学
校
の
学
校
経
営
方

針
を
丁
寧
に
説
明
し
、
保

護
者
の
方
に
御
理
解
を
い

た
だ
く
こ
と
。
二
つ
目
は
、

入
学
ま
で
の
流
れ
、
入
学

し
て
か
ら
の
学
校
生
活
を

保
護
者
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
少
し
で
も
安
心

し
て
入
学
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
二

つ
の
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
現
中
学
一
年
生

の
二
人
に
よ
る
学
校
生
活
を
も
と
に
し
た
東
中
で

の
学
び
の
発
表
、
校
長
・
教
頭
・
担
当
か
ら
学
校

教
育
目
標
・
生
活
の
様
子
・
感
染
症
対
策
等
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
一

日
体
験
）
を
三
月
二
二
日
に
実
施
し
、
入
学
式
を

四
月
十
一
日
に
実
施
し
ま
す
。

教
務
主
任

部
活
動
の
休
止
や
、
感
染
症
対
策
の
た
め
友
人

と
十
分
に
関
わ
れ
な
い
な
ど
、
ス
ト
レ
ス
の
は
け

口
が
無
く
、
不
安
定
な
生
徒
が
多
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
状
況
下
で
、
生
徒
の
不
安
が
少
し
で

も
和
ら
ぎ
、
心
の
安
定
が
図
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま

で
の
教
育
相
談
に
加
え
、
き
め
細
か
な
対
応
の
た

め
、
生
徒
と
教
師
と
の
意
思
疎
通
の
場
の
日
録

「
東
雲
」
を
使
い
、
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
心
身
の
状
態
の
変
化
や
違
和
感
、
悩
み
や
不
安

の
あ
る
生
徒
の
早
期
発
見
。

・
気
に
な
る
状
況
が
見
ら
れ
た
と
き
に
は
、
個
別

の
関
わ
り
を
も
つ
。

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
で
接
す
る
。

東 雲
◆3月の主な行事◆

7・8日 県立全日制学力検査

9日 同窓会入会式

10日 卒業式

11日 県立全日制合格発表

22日 新入生オリエンテーション

24日 修了式 31日 離任式
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栃木県鹿沼市立東中学校

住所 鹿沼市府中町393
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新
入
生
保
護
者
説
明
会

安
全
安
心
な
生
活
の
た
め

教
育
相
談

心
と
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト



生
徒
が
明
る
く
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

御
家
庭
に
お
き
ま
し
て
も
、
何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
気
兼
ね
な
く
御
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
相
談
係

今
年
度
の
卒
業
式
は
、
三
月
十
日(

木)

に
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
参
加
者
を
制
限
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
す
が
御
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

卒
業
式
は
、
生
徒
に
と
っ
て
中
学
校
生
活
で
最
大
の
学

校
行
事
で
す
。
今
年
度
の
生
徒
た
ち
に
し
か
で
き
な
い
、

感
動
の
式
を
卒
業
生
と
と
も
に
創
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

第
三
学
年
主
任

２
年
生
は
、
三
月
十
五
日
の
立
志
式
・

立
志
記
念
行
事
に
向
け
て
現
在
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
１
年
間
、
生
活
を
通
し
て
心
と

体
を
成
長
さ
せ
、
３
年
生
に
向
か
う
準

備
を
し
な
が
ら
立
志
の
時
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
立
志
作
文
や
立
志
短

冊
の
作
成
を
通
し
て
自
己
を
見
つ
め
直

し
、
将
来
の
姿
を
思
い
描
く
生
徒
た
ち
の
姿
は
、
と
て
も

頼
も
し
く
思
え
ま
す
。

立
志
式
後
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
を
ホ
テ
ル
東
日
本

宇
都
宮
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
社
会
と
の
繋
が
り
を
意
識

し
、
大
人
と
し
て
通
用
す
る
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
貴
重
な
体
験
の
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
後
期
学

級
委
員
長
や
生
徒
会
役
員
が
実
行
委
員
と
な
り
、
行
事
の

運
営
に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
が
、
生
徒
各
自
が
十
分
に
関

わ
り
、
自
分
の
価
値
を
改
め
て
見
つ
め
直
せ
る
日
と
な
る

よ
う
に
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
二
学
年
主
任

２
０
１
６
年
、
文
部
科

学
省
よ
り
「
性
同
一
性
障

害
や
性
的
指
向
・
性
自
認

に
係
る
、
児
童
生
徒
に
対

す
る
き
め
細
か
な
対
応
等

の
実
施
に
つ
い
て
」
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
全
国
の
学
校
教
育
現
場

で
は
、
制
服
、
髪
型
、
ト
イ
レ
な
ど
、
対
応
の
幅
を
広
げ

ま
し
た
。
制
服
に
お
い
て
は
、
男
女
兼
用
の
ブ
レ
ザ
ー
タ

イ
プ
の
制
服
や
女
子
制
服
に
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
導
入
す
る
学

校
が
増
加
し
ま
し
た
。

本
校
で
も
、
新
し
い
時
代
の
流
れ
を
く
み
取
り
、
「
運

動
着
」
と
「
制
服
」
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

機
能
性
、
耐
久
性
、
安
全
性
、
多
様
性
、
価
格
等
の
観

点
か
ら
、
生
徒
、
保
護
者
の
意
見
を
集
め
、
昨
年
度
は

「
運
動
着
」
を
新
し
く
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
制
服
」

に
つ
い
て
検
討
し
、
令
和
四
年
度
新
入
生
か
ら
、
新
し
い

制
服
と
な
り
ま
す
。

主
な
特
徴
と
し
て
、

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
の
変
更

○
男
子
用
、
女
子
用
の
選
択
か
ら
Ⅰ
型
、
Ⅱ
型
の
選
択

○
男
女
共
通
の
ネ
ク
タ
イ
の
採
用

○
女
子
体
型
に
あ
わ
せ
た
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
導
入

○
ス
ラ
ッ
ク
ス
と
ス
カ
ー
ト
の
柄
の
統
一

●
機
能
性
・
安
全
性
の
観
点
か
ら
の
変
更

○
ス
ト
レ
ッ
チ
素
材
の
採
用
に
よ
り
、
着
用
時
の
ス
ト
レ

ス
の
軽
減

○
袖
口
に
反
射
素
材
を
取
り
入
れ
安
全
性
の
向
上

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
な
新
し
い
制
服
が
、
令
和
の
東
中
の

シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
よ
う
、
御
理
解
・
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

教
頭

立
春
を
過
ぎ
る
と
、
暦
の
上
で
は
新
し
い
年
の
始
ま
り

を
迎
え
ま
す
。
一
月
初
旬
か
ら
始
ま
っ
た
私
立
高
校
の
入

学
試
験
も
予
定
通
り
行
わ
れ
、
進
路
が
決
ま
っ
た
３
年
生

が
い
ま
す
。
続
い
て
、
県
立
高
校
の
特
色
選
抜
入
試
や
特

別
支
援
学
校
青
葉
学
園
の
入
試
が
二
月
七
・
八
日
に
行
わ

れ
、
十
四
日
に
は
内
定
者
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
見
通
し
と
し
て
、
三
月
七
日
・
八
日
に
県
立
一

般
選
抜
入
試
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
入
試
で
は
一
回
に
限

り
、
学
校
や
学
科
の
出
願
変
更
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
終
的
な
倍
率
は
二
月
末
に
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

の
入
試
後
、
定
時
制
や
通
信
制
の
高
等
学
校
の
入
試
が
行

わ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
入
試
に
お
い
て
、
私
立
高
校
の
受
験
同
様
、

県
立
高
校
や
特
別
支
援
学
校
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
す
る
救
済
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
対
策
を
十
分
に
と
っ
て
、
予
防
に
努
め
、
万
全

の
態
勢
で
試
験
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
・
二
年
生
の
三
者
懇
談
が
行
わ
れ
、
私
立
高
校
の
授

業
料
無
償
化
に
つ
い
て
や
広
域
制
通
信
制
高
校
に
つ
い
て

等
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
高
等
学
校
で
は
、
次
年
度
か

ら
の
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
を
受
け
、
例
え
ば
家
庭

科
の
授
業
で
、
「
投
資
」
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
履
修
内
容

も
変
化
し
て
い
ま
す
。
お
子
様
が
、
自
分
か
ら
ニ
ュ
ー
ス

に
耳
を
傾
け
、
そ
の
内
容
が
自
分
に
ど

う
関
わ
っ
て
く
る
の
か
を
、
考
え
る
切
っ

掛
け
と
し
て
、
御
家
庭
で
の
会
話
の
中

に
、
進
路
に
関
係
し
そ
う
な
話
題
を
取

り
入
れ
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

二
月
は
「
始
ま
り
の
時
」
未
来
に
備

え
て
、
学
力
だ
け
で
な
く
、
体
力
や
情

報
も
蓄
え
て
お
く
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

進
路
指
導
主
事

（２） 鹿沼市立東中学校だより 令和4年2月18日第10号

新
し
い
制
服

二
月
は
始
ま
り
の
時

卒
業
式
に
つ
い
て

立
志
式
に
向
け
て




